
 

 

三
月
十
一
日
（
金
）
、
十
二
日
（
土
）
に
発
生

い
た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
、
な
ら
び
に
長
野

県
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一
刻
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
二
期
八
年
間
務
め
ま
し
た
長
野
県
議

会
議
員
を
勇
退
し
、
自
由
民
主
党
長
野
県
第
三
選

挙
区
支
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
来
る
べ
き

総
選
挙
で
の
政
権
奪
還
に
向
け
、
常
在
戦
場
の
心

構
え
で
新
た
な
政
治
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
一
昨
年
（
平
成
二
十
一
年
）
夏
の
総
選

挙
で
私
ど
も
自
由
民
主
党
は
、
歴
史
的
な
大
敗
北

を
喫
し
、
政
権
を
失
い
ま
し
た
。
特
に
本
県
は
、

代
議
士
［
衆
議
院
議
員
］
が
一
人
も
い
な
い
と
い

う
危
機
的
な
状
況
で
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
政
権
を
担
っ
た
民
主
党
政
権
に

よ
る
国
家
運
営
は
、
外
交
防
衛
［
迷
走
し
続
け
た

普
天
間
基
地
移
転
問
題
や
尖
閣
諸
島
に
お
け
る
中

国
漁
船
の
領
海
侵
犯
・
暴
力
行
為
と
そ
の
対
応
、

さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
大
統
領
に
よ
る
北
方
領
土
訪
問

な
ど
］
に
関
し
て
も
、
今
回
の
震
災
対
応
に
関
し

て
も
、
常
に
場
当
た
り
的
で
あ
り
、
目
を
覆
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
安
心
安
全
な
国
家
づ
く
り
、
福
祉
中
庸

な
国
家
づ
く
り
、
質
実
剛
健
な
国
家
づ
く
り
の
三

本
柱
（
＊
別
紙
『
日
本
と
長
野
県
の
将
来
像
』
参

照
）
を
掲
げ
、
真
の
国
民
益
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

松
下
政
経
塾
で
の
五
年
間
の
研
鑽
、
さ
ら
に
は
市

議
会
議
員
二
期
、
県
議
会
議
員
二
期
を
務
め
た
十

数
年
に
わ
た
る
地
方
政
治
の
経
験
を
生
か
し
、
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
し
っ
か
り
傾
け
て
、
汗
を
か
い

て
ま
い
り
ま
す
。 

党
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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谷
垣
総
裁
と
が
っ
ち
り
握
手
を
交
わ
す
！ 

（
東
京
の
自
民
党
本
部
・
総
裁
室
に
て
） 
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真
の
国
民
益
実
現
に 

向
け
て
の
決
意
と
お
願
い
！ 
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【ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
】 

中
澤
隆
弘
（
な
か
ざ
わ
・
た
か
ひ
ろ
）
さ
ん 

 

 

 

昭
和
四
十
年
生
ま
れ
の
四
十
六
歳
。
木
内

支
部
長
の
中
学
校
の
同
級
生
で
す
。
二
級
建
築

士
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
家
業
の
農
家
を
継
い

で
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
木
内
支
部
長
を
支
え
ま
す
。 

な
お
、
木
内
支
部
長
の
県
議
会
議
員
選
挙
、

並
び
に
今
春
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
桃
井

進
［
現
県
議
会
議
員
］
選
挙
事
務
所
の
事
務
局

長
と
し
て
選
挙
実
践
の
経
験
は
豊
富
で
す
！ 

【事
務
所
所
在
地
と
連
絡
先
】 

＊
住
所
・
電
話
等
は
表
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

      

 

    

今
年
［
平
成
二
十
三
年
］
の
党
員
証
が
自
民

党
長
野
県
連
よ
り
届
き
ま
し
た
！ 

市
町
村
支
部
や
職
域
支
部
を
通
し
て
党
費

納
入
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
自
民
党
員
と
し
て
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

《 

編 

集 

後 

記 

》 

今
月
二
日
（木
）
の
菅
内
閣
不
信
任
案
は
、
首

相
が
、
国
会
開
会
直
前
の
民
主
党
代
議
士
会
で

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
１
原
発
事
故
の
対

応
に
一
定
の
め
ど
が
つ
い
た
段
階
で
辞
任
す
る

意
向
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
も
や
菅
内
閣
は
延
命
の
運
び
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
辞
任
の
時
期
を
め
ぐ
り

早
く
も
民
主
党
内
で
は
内
紛
が
勃
発
し
、
国
民

不
在
の
政
治
が
続
い
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
後
の
国
会
は
、
赤
字
国
債
の
発
行

法
案
や
震
災
対
応
の
第
二
次
補
正
予
算
、
さ
ら

に
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
『
バ
ラ
マ
キ
４
Ｋ

［
子
ど
も
手
当
、
高
校
無
償
化
、
米
農
家
へ
の
戸

別
補
償
制
度
、
高
速
道
路
無
料
化
］
』
な
ど
、
難

問
山
積
で
す
。 

 

国
難
を
第
三
選
挙
区
内
す
べ
て
に
訴
え
て
い

く
た
め
に
は
ス
タ
ッ
フ
も
事
務
所
も
充
実
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
当
面
は
、
事
務

所
は
、
佐
久
市
内
に
一
箇
所
、
ス
タ
ッ
フ
は
私
一

名
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 

中
澤 

第
三
選
挙
区
支
部
事
務
所
の
ご
案

 

 

 

 

党
費
納
入
（
党
員
継
続
）
の
お
願

 

 

 

 


